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　七尾高校の探究「融合プロジェクト」で、� 年生普通科
普通コースの生徒が「それぞれの専門性から考える能登の
課題」を考え、発表しました。
　地元有識者の方を �� 名お呼びして、「能登の課題」につ
いて様々な視点からの意見をいただきました。　

　様々なデータを使って、説得力がある資料に
なっていました。自分の思い込みにとどまらな
いように、工夫して能登の課題について考えて
いる様子が分かり、とてもよかったです。

　高い課題意識を持っている生徒がいることが
分かりました。独自の視点を持ち、大人が見て
も新鮮な切り口の課題がありました。

　今の高校は、このような課題探究活動や発表
をやっていることを知り、驚きました。時代の
流れと共に、新しい教育をしているのですね。

能登の課題とは何か・・！？

発表について～有識者の方より～ 生徒の感想
～発表を終えて～
グラフの相関関係を明確に示した
方が良いとのアドバイスを受けま
した。より分かりやすくなるよう
なグラフを作りたいと思います。

課題から考えられる問題点につい
て助言を受けました。
能登地域が具体的にどのような状
態になっていると良いのか、比較
して今の状態はなぜ問題になるの
か、と結論（良い状態）から先に
考え、課題（今の状態）を深めて
いくとよいという助言が参考にな
りました。



発表の様子

能登の課題とは何があるのかを考え、発表しています。

地元有識者の方にも、ご意見をいただきました。

オンライン環境でＩＣＴを活用し、情報を共有しています。

�学期は、貴重なご意見を基に課題解決方法を考えます！


